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円光寺文庫と香山院龍温師のこと
―学寮関係の蔵書をめぐって―





































称される、香山院 ( 樋口 ) 龍温師 (1800-85)
の旧蔵書類であった。
　香山院龍温師は、幕末から明治初期に学寮
の最高学職である講師 ( 第 15 代 ) の職にあっ
た人で、この時期の仏教に関わる者が、仏教
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なかった。1300 部 3000 冊の文庫のうち、実
に 1 割以上が自筆の著述で占められ、しかも
その範囲は、専門分野の真宗・仏教の学はもと
より、外学全般、更には学制や寺務改革に関す
る具体的建言にまで及ぶ。また、文庫の中でも、
聖書などキリスト教関係の書物に関しては、当
時、未だ輸入や閲読が厳禁されていた中、中国
で漢訳され出版されて間もない刊本を苦心して
秘かに入手しており、これらは世界的にも残存
例の少ない貴重な文化財として近年改めて注目
されているものである。また、自筆写本の中に
香山院龍温師肖像
龍温の自筆本の一つ
『護法場随筆反古類集冊』
（宗大7702）
写真は、外学研究を行う護
法場開設に際しての演説の
原稿部分。師の息づかいが
感じられるようである。
龍温が蒐集した、中国で出版
されたキリスト教関係の典籍
の一つ
『天道溯源』清･咸豊10年
<1860>刊 (外大 6228)
